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要 約

宮古島は台風常襲地域であり,台風通過後,

海岸付近の圃場では,サトウキビが葉の枯れ上

がりや裂傷などの潮風害を受けている様子が観

察される.多くの農家は,潮風で葉に付着した

塩分を洗い流す目的で,台風直後はスプリンク

ラーによる除塩散水を行う.しかしながら,実

際には葉に付着した塩分がサトウキビの生育に

及ぼす影響については不明な点が多い.また,

除塩に必要な散水量も除塩の効果自体も不明で

ある.

そこで本研究では,生育旺盛期の7月下旬と

登熟期の11月上旬に,春植えサトウキビに高濃

度塩水を散布して葉の枯れ上がりを人工的に再

現し,その後の生育や収量,晶質の変化を調べ

た.あわせて,塩分に曝されたサトウキビに生

じる葉の枯れ上がりや,品質変化に対する除塩

散水の効果を調べた.また,実際の台風時の塩

分暴露による影響を考察するための資料として,

台風接近時の飛来塩分量をドライガーゼ法で測

定した.試験の結果から次の知見が得られた.

1)塩化ナトリウム (NaCl)濃度8.8% (葉面

2014年4月15日 受付
2014年9月26日 受理

付着塩分量として約30FLg-NaCleq./cm2) 以

上の塩水散布により,サトウキビに葉の枯れ

など目視で判断できる生育障害を人工的に発

生させられる事が明らかになった.

2)生育旺盛期の塩水暴露による葉の枯れ上が

りは,登熟期までに葉が回復する事から糖度

に対する影響は小さいと推察されたが,茎の

伸長を一時的に抑制した.

3)登熟期の塩水暴露による葉の枯れ上がりは,

生育緩慢で茎の伸長がほとんど停止している

時期なので,収量への影響は小さいが,糖度

低下の原因になる事が推察された.

4)10mm以上の散水で,サトウキビの葉に付

着した塩分を約80%程度除塩できた.

キーワード:サトウキビ,潮風害,塩害,除塩,

スプリンクラー.

緒 言

沖縄県では,製糖原料となるサ トウキビ

(Saccharumspp.Hybrid)の栽培が盛んである.

宮古地域は,県全体のサトウキビ生産量の約40
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%を占める県内一のサ トウキビ生産地域である

が,毎年数個の台風が接近し,サトウキビに限

らず農産物が甚大な被害を受ける台風常襲地域

でもある.サ トウキビでは,台風の強風によっ

て,茎の折損や株の倒伏等の被害が生じる.ま

た,台風通過後の海岸付近の圃場では,葉の枯

れ上がりや裂傷などの潮風害が観察される.台

風直後,多くの農家は,潮風によって葉に付着

した塩分を洗い流すためにスプリンクラー散水

(除塩散水)している.

農作物の塩害や台風による潮風害,除塩につ

いては,水稲では多くの報告がある (森ら,

2007;金田ら,2006;山本ら,2006;森ら,

2008).水稲では,穂部に付着した塩分量 (塩

化ナトリウム量)が-穂あたり1mg以上にな

ると被害が顕著に現れるとされている (坪井,

1961).一方,サ トウキビの塩害や台風時の潮

風害に関する報告は少なく,散発的である.辛

喜ら (1988)は,葉面に付着した塩分量につい

て,葉面積 1cm2あたり約2.75FLS/cm/100ccを

サトウキビに被害が出現する初期値としている.

国内のサトウキビ生産者や糖業関係者の間では,

サトウキビは生育旺盛期の夏に台風で被害を被っ

ても収量や晶質には影響がなく,登熟期である

秋に台風で被害を受けると晶質が悪くなる,あ

るいは糖度が低くなるという事が言われている.

しかしながら,葉に付着した塩分がサトウキビ

の生育に与える影響については,塩分暴露時の

サトウキビの生育ステージや暴露前後の気象条

件なども関係すると予想され 実際には不明な

点が多い.また,サトウキビの除塩散水につい

ても,必要な散水量が明確にされていない事か

ら農家によって散水量は異なり,散水の効果自

体も明らかにされていない.

そこで本研究では,まず濃度が異なる塩水を

サトウキビの葉面に散布し,葉面付着塩分量と

葉の枯れ上がりの関係を調べた.さらに,生育

旺盛期と登熟期のサ トウキビに塩水を散布して

人工的に葉の枯れ上がりを再現し,塩分に暴露

された時のサトウキビの生育や収量,品質の変

化を調べた.あわせて,塩分に曝されたサ トウ

キビに対する除塩散水の効果を,葉の枯れ上が

りや晶質,収量を指標にして調べた.また,ド

ライガーゼ法で台風接近時におけるサ トウキビ

圃場の飛来塩分量を調べ,本研究の結果と照合

して,実際の台風時の塩分暴露がサトウキビに

与える影響について検討した.

材料および方法

【試験 1】莞面付着塩分量と枯れ上がりの関係

材料

農業研究センター宮古島支所内ガラス室内の

ポット (2mX2m)で栽培したサ トウキビ

(品種 ;NiF8,2008年 5月19日植付け,畝幅

100cm,株間20cm,調査開始時8月22日の仮

茎長 :115±10cm)を用いた.

塩水散布と試験区

0,3.5,8.8,17.5,35.0% NaCl水溶液 (3.5

%NaCl水溶液は海水と同程度の塩濃度)を,

市販のスプレーでサ トウキビ展開葉全体に均一

に散布した.塩水散布前日と散布 7,14日目に

散水ホースで株間に35mm (1m2あたり35L)

ずつかん水した.調査は各濃度の塩水を散布し

た4茎ずつについて行い,平均値を算出した.

莞面付着塩分量の測定

葉面付着塩分量の調査は,第 2-5展開葉の

うち,裂傷や病害の無い,状態が良好な2枚/

茎を対象にして,次のとおりに行った.塩水を

散布した3日後に,葉幅が最も広い葉の中央部

分を30cm切り出して,表面をキムワイプで拭
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き取った.回収した塩分を100mLの蒸留水で

洗い出し,ECメーターCM114P (東亜電子,

東京)でEC値を測定した.NaCl水溶液を用

いて検量線を作成し,次式により,葉 1cm2あ

たりに付着した塩分量をNaCl相当量 (Fig-NaCl

eq./cm2) として算出した.葉面付着塩分量 毎g-

NaCleq./cm2) -回収塩分量/(葉幅×30×2)

薫のロールと枯れ,葉色の変化

塩水散布後0,1/4,1,2,3,8,12日目に,

第 2-5展開葉のうち,裂傷や病害の無い,状

態が良好な2枚/茎を対象にして,葉のロール

と枯れの状態,葉色の変化を調査した.葉のロー

ルは,葉の先端からの萎れによるロールの程度

によって,次のとおりに評価した.o:無し,1:

葉の1/4がロール,2:葉の1/3がロール,3:秦

の1/2がロール,4:葉の1/2以上がロール.秦

の枯れは,次のとおりに評価した.o:無し,1:

葉の一部に濃緑色の変色,2:葉全体に濃緑色

の変色,3:集録などに部分的な枯れ (黄化),

4:葉全体に枯れ (黄化)が見られる.葉色の

変化は,次のとおりに調査した.葉の中央部の

中肋を挟んで2点 (計 4点)のSPAD値を葉

緑素計 SPAD-502(MINOLTA,大阪)で測定

した.調査開始時の値を100としてSPAD値減

少率 (%)を算出した.

莞数と仮茎長

塩水散布後0,1,2,4週目に葉数と仮茎長

を調査した.葉数は,第一展開葉以降の生薬と

葉面積の半分以上が枯れている枯葉を数えた.

仮茎長は,地際から第 1展開葉の肥厚帯までの

長さを測定し,各期間の一日あたりの茎伸長速

磨 (cm/日)を算出した.

【試験2】生育旺盛期の塩分暴露がサ トウキビ

の品質と収量に与える影響

材料と試験区

宮古島市久松地区沿岸の圃場で,2009年 3月

植付けのNi27(調査開始時の仮茎長 :139±7

cm)を用いて,2009年 7月27日から調査を開

始した.試験区 (畦幅1.4mX畦長 5m,株間

約30cm)は,無処理区と除塩散水0,10,20mm

区 (塩水散布後にそれぞれ 1m2あたり0,10,

20L除塩散水)を設けた.スプリンクラーを基

点として風下側の4,8,12畝目に除塩散水0,

10,20mm区を,5,9,13畦目に対照の無処理

区を設定した.いずれの試験区も10茎を調査茎

とし,試験は3反復で実施した.

塩水散布と除塩散水

2009年 7月27日,無処理区以外のサ トウキ

ビに肩掛け式噴霧機で17%NaCl水溶液を1m2

あたり0.5L散布した.

塩水散布の約 1時間後,葉面の乾燥を確認し

てから,除塩散水10mm区と除塩散水20mm区

は,スプリンクラー (801P6型スプリンクラー,

共立金属工業株式会社,大阪)で散水して,葉

に付着した塩分を除塩した.除塩散水 0,10

mm区については,サ トウキビに水がかからな

いように地際へホースで散水し,スプリンクラー

散水とあわせた総散水量が20mm (1m2あたり

20L)になるように調整した.なお,塩水散布

した日の天候は曇り時々晴れで,平均気温は

29.1℃,降雨は無かった.

莞面付着塩分量と除塩率

葉面付着塩分量の調査は,第 2-5展開葉の

うち,裂傷や病害の無い,状態が良好な 1枚/

茎を対象にして,試験 1と同様に行った.葉 1

cm2あた りに付着した塩分量をNaCl相当量
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毎g-NaCleq./cm2) として算出し,散水前後

の葉面付着塩分量から次式を用いて除塩率

(%)を算出した.

除塩率- (散水前の葉面付着塩分量一散水後

の葉面付着塩分量)/散水前の葉面付着塩分量

×100

莞数と葉色,仮茎長

塩水散布後 1週間毎に,乗数と葉色,仮茎長

を調査した.乗数と仮茎長は試験 1と同様に調

査した.葉色は第2-5展開葉のうち,裂傷や

病害の無い,状態が良好な 1枚/茎を対象にし

て調査した.葉の中央部のSPAD値を葉緑素

計SPAD-502(MINOLTA,大阪)で測定した.

調査開始時の値を100としてSPAD値減少率

(%)を算出した.

収穫時の品質と収量

収穫時の晶質 (庶汁Brix,甘煮糖度,可製

糖率,可製糖量)と収量は,サトウキビに関す

る調査基準 (農林水産省 九州農業試験場他,

1982)を参考にして,次のとおりに調べた.

2010年 1月21日に茎数調査後,各試験区から

サトウキビ10茎を収穫した.収穫後,梢頭部と

葉を取り除いたサトウキビ10茎は,重量を測定

し,小型2軸圧搾機 (松尾製作所,鹿児島)で

圧搾した.バガスは,バガスカッターで細断し,

30分～1時間の煮沸洗浄を2回繰り返して余計

な糖分を除去,脱水して80℃で2-3日乾燥さ

せた.乾燥前後のバガス重量からバガスの乾物

率を求め,サトウキビの繊維分を算出した.煮

汁は,Brixの濃度を糖度計PAL-1(ATAGO,

東京)で測定し,庶糖濃度 (煮汁糖度)を次の

ように測定した.庶汁100mLに炭酸カルシウ

ム1.0gを加え撹拝後,さらに塩化アルミニウ

ム (Ⅲ)六水和物2.0gを加えて撹拝し,No.2

の滅紙を用いて滅過した.得られた溶液の糖度

(検糖度)を糖度計ADS220SACCHARIMETER

(Bellingham StanleyLtd.,UK)で測定した.

検糖度と煮汁Brixから算出した煮汁糖度と繊

維分から,甘庶糖度 (原料に占める庶糖の割合)

を算出した.さらに純糖率 (庶汁中の可溶性固

形分に占める庶糖の割合)を算出した.

収量は,10茎の茎重の平均値 (-茎重)と1

区あたりの茎数から,1aあたりの原料茎重と

して算出した.また,甘庶糖度と純糖率から可

製糖率を求め,1aあたりのサ トウキビから得

られる砂糖の量 (可製糖量)を算出した.

【試験3】豊熟期の塩分暴露がサトウキビの品

質と収量に与える影響

材料と試験区

農業研究センター宮古島支所内圃場で,2009

年 2月植付けのNi27(調査開始時の仮茎長 :

238±1cm)を用いて,2009年11月9日から調

査を開始した.試験区 (畦幅1.4mX畦長2m,

株間約 7cm)は,無処理区,除塩散水0,20

mm区 (塩水散布後にそれぞれ 1m2あたり0,

20L散水)を設けた.いずれの試験区も25茎を

調査茎とし,塩水散布後0,5,10週目に各5

茎ずつ調査した.

塩水散布と除塩散水

2009年11月9日,無処理区以外のサトウキビ

に肩掛け式噴霧機で17%NaCl水溶液を1m2あ

たり0.8L散布した.

塩水散布約 1時間後,葉面の乾燥を確認し,

除塩散水20mm区はホースで 1m2あたり20L散

水して,葉に付着した塩分を丁寧に除塩した.

無処理区と除塩散水omm区については,サト

ウキビに水がかからないように地際へホースで

1m2あたり20L散水した.なお,塩水散布した
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日の天候は晴れ一時曇りで,平均気温は24.6℃,

降雨は無かった.

莞面付着塩分量と除塩率

葉面付着塩分量と除塩率は,試験2と同様の

方法で確認した.

莞数と仮茎長,煮汁 Brix

塩水散布後0,1,5,10週目に乗数と仮茎長,

煮汁Brixを調査した.葉数と仮茎長は試験 2

と同様の方法で調査した.庶汁Brixは次のと

おりに調べた.サ トウキビの上位節 (第5展開

葉と第 6展開葉の肥厚帯の間)と中位節 (上位

節と下位節の中央の節),下位節 (地際のすぐ

上の節)の3箇所の節間について,先が尖った

鉄製の採汁器を節間に差し入れて煮汁を採取し,

Brixを手持屈折計 N-1α (ATAGO,東京)で

測定した.

収穫時の品質と収量

2010年 1月21日に各試験区からサ トウキビ5

茎を収穫した.試験2に準じて煮汁分析を行い,

品質と収量を算出した.

【試験4】台風接近時のサ トウキビ圃場におけ

る飛来塩分量

圃場の飛来塩分量は, ドライガーゼ法 UIS

Z2382,1998)に準じて測定した.台風最接

近時 (台風13号 :2008年 9月13日～9月14日,

台風15号 :2008年 9月28日～29日)に,宮古島

市久松地区沿岸の圃場南側にドライガーゼプレー

ト (2枚重ねのガーゼを挟み込んだ内寸法10

cmxlOcmの木枠)を取り付けた暴露架台 (図

1)を設置し,大気中の24時間分の飛来塩分を

回収した.回収した塩分は試験 1と同様に測定

し,1時間あたりのNaCl相当量 (Fig-NaCleq.

/cmⅥ1)として算出した.

｢120cm ･5C-[国

図1.ドライガーゼプレート暴露架台.

木製の枠 (外寸法15×15cm,内寸法10×10cm)に,
2枚重ねのガーゼを挟み込み,暴露架台の中央に
つり下げる.

結果および考察

莞面付着塩分量と枯れ上がりの関係

図2に,葉のロールと枯れの程度,SPAD催

の減少率を示した.葉のロールは塩水を散布し

た全ての葉で観察され,塩水のNaCl濃度に依

存してロールの程度は大きくなった.特に

NaCl濃度が17.5,35.0%以上になると,ロー

ルの程度が大きくなった (図2-a).葉の枯れ

ち,ロールとほぼ同様の傾向を示した (図21b).

NaCl濃度が3.5%では葉の一部がわずかに変色

する程度であったのに対し,8.8%以上では散

布直後から葉全体に変色が広がり,3日目には

枯れが確認された.SPAD値もNaCl濃度に依

存して低下し,散布後5-7日で平衡に達した.

8.8%以上のNaCl水溶液散布区は,散布直後

からSPAD値が急激に低下した (図2-C).ま

た,塩水を散布しない区では,調査開始時の葉

が4週間経過しても枯れずに残っていたのに対

し,8.8%NaCl水溶液散布区では2週間,17.5

%,35.0%NaCl水溶液散布区では 1週間で,
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図2.塩水散布後のサトウキビにおける葉のロールと枯れ 葉色 (SPAD催)の変化.

(a)葉のロールの程度 (b)葉の枯れの程度 (C)SPAD値の変化,○;塩水散布無し,△;3.5%NaCl水溶液
散布,ロ;8.8%NaCl水溶液散布,◇;17.5%NaCl水溶液散布,× ;35.0%NaCl水溶液散布.

調査開始時の葉が全て枯れたことから,NaCl

濃度8.8%以上の塩水をかけると葉の寿命は顕

著に短くなることが推察された (図3).さら

に,8.8%以上のNaCl水溶液散布区では散布

直後から茎の伸長が顕著に抑制される事が明ら

かになった.塩水散布区の茎伸長速度が,塩水

を散布しなかった区と同程度に回復するまで4

週間を要した (図4).

塩水散布したサトウキビの葉面付着塩分量は

10.1±2.7-80.6±39.4Fig-NaCieq./cm2であっ

た (表 1).葉面付着塩分量と塩水散布後 1週

間の茎伸長速度の間には負の相関関係が認めら

珂 頭 頭 照 男 粟 国 国 頭 雫! 雫! 雫 頭 朝 野 珂 頭 頭 国 賓

＼ I ＼ ノ し ノ し ノ し ノ

0.0 3.5 8.8 17.5 35.0

散布した塩水のNaCl濃度(%)

図3.塩水散布後のサトウキビにおける葉数の推移.

グラフ上の横線は試験開始時の葉致 (生葉と枯れ葉の総数)を示す
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散布塩水のNaCl濃度: 00% E33.5% E18.8% E317.5% H35.0%

図4.塩水散布後のサトウキビにおける一日あたりの茎伸長速度の変化.

表1.散布塩水のNaCl濃度と棄面に付着した塩分量.

散布塩水の 菓面に付着した
NaCl濃度 塩分量

(%) (tlg_NaCleqJcm2

3.5 10.1土 2.7*

8.8 29.5土 11.2

17.5 37.2士22.7

35.0 80.6士39.4

注 :*値は平均値±標準偏差で示した(n-4)

(
E]P
U)
★髄
甥
嘱
望
軸

50 100 150

菓面塩分付着量**(pg-NaCleq./cm2)

図5.葉面付着塩分量と,塩水散布後1週間にお
ける一日あたりの茎伸長速度.

*塩水散布後1週間の一日あたりの茎伸長速度,
**塩水散布した茎ごとの葉面付着塩分量(葉2枚
の平均値)

れた (図5).

本研究の結果から,NaCl濃度8.8%,あるい

は葉面付着塩分量として約30鵬-NaCleq./cm2

以上の塩水を散布すれば,サ トウキビに葉の枯

れなど目視で判断できる生育障害を人工的に発

生させられる事が明らかになった.特にNaCl

濃度17.5%以上あるいは葉面付着塩分量として

約40鵬-NaCleq./cm2以上の塩水を散布すると,

顕著な葉のロールや枯れ,茎伸長速度の低下な

どの生育障害を発現させる事ができた.また,

サ トウキビは葉面付着塩分量の増加に伴い,茎

伸長速度が低下する傾向を示した.

幸喜ら (2002)は,希釈した海水を噴霧して

サ トウキビの耐塩限界を調べ,海水を25-100

%含む希釈水を毎日15日噴霧するとサ トウキビ

に重症の被害が現れた事を報告している.本研

究でサ トウキビに明確な生育障害が確認された

塩分濃度はNaC18.8-35.0%であり,海水の

2.5-10培の塩濃度に相当した.幸喜らが葉面

に噴霧した塩分の濃度は海水の3.5-14倍程度

に相当しており,著者らの値と類似した値であっ

た.また,幸喜らは,サ トウキビにおける塩害
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は48FLg/cm2以下では生じないと報告している.

本研究でも,葉面付着塩分量30-40〃g-NaCleq.

/cm2でサ トウキビの茎伸長速度が急激に低下し

ている事から,40FLg-NaCieq./cm2前後に明確

な被害が生じる葉面付着塩分の限界値があると

推察された.

生育旺盛期の塩分暴露がサトウキビに与える影響

塩水散布後の葉面付着塩分は,スプリンクラー

による10,20mmの散水で約80%程度除塩され

た.除塩散水10mm区は除塩散水20mm区と比

較して約10%除塩率が低かった (表 2).

塩水を散布した区は,いずれも生薬数が顕著

に減少したが,除塩散水10,20mm区は除塩散

水 omm区と比較して,生薬数の減少が緩やか

であった (図6-a).SPAD値も葉数と同様の傾

向であった (図6-b).塩水散布直後,一時的

に茎伸長速度は低下する傾向が見られた (図7).
収穫時 (調査開始から25週目)に試験区間で

葉数や葉色の差は無かった (表 3).無処理区

に対し,除塩散水 omm区は仮茎長と-茎重が

低下したが,試験区間で収量と晶質に差は無かっ

た (表3,4).

表2.除塩散水前後注1)のサトウキビ葉面付着塩分と､除塩率.

葉面付着塩分

散水前 散水後

NaC1 NaCl

(pg/cm2) (帽 /cm2

除塩散水 o… 550.6土 116.2

除塩率注2)

(%)
塩水散布1週間後の様子

葉が全体的に枯れ

除塩散水 10m 322.7±124.6 78.9±34.0 75.9± 1.1 葉が一部枯れ､青葉が多い

除塩散水20mm 456.2j=91.1 65.9土21.3 85.9j=1.7*葉が一部枯れ､青葉が多い

注1)2009年7月27日に17%NaCl水溶液を散布し,散布1時間後に除塩散水した.地際へホース散水して各区
の散水量の総和は同一になるように調整した.
注2)除塩率-(散水前の葉面付着塩分量一散水後の葉面付着塩分量)/散水前の葉面付着塩分量×100.億は平
均±標準偏差で示した (n-3).
*除塩散水10mm区に対し,5%の有意差有り.
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図6.生育旺盛期のサトウキビにおける塩水散布後の生葉数と葉色 (SPAD催)の推移.

(a)生葉数,(b)葉色 (SPAD催),● ;無処理,○;除塩散水Omm,△;除塩散水10mm,ロ;除塩散水20mm
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図7.生育旺盛期のサトウキビにおける塩水散布後の茎伸長速度 (一週間あたり)の変化.

表3.生育旺盛期に塩水散布したサトウキビの収穫時の仮茎長,生棄数,葉色.

仮茎長 生葉数 葉色

(cm) (枚) (spAD値)

無処理 309.2土9.8 5.5土0.4 34.1土 1.1

除塩散水 0mm 281.4土5.1* 5.9土0.5 32.6土0.4

除塩散水 10mm 315.6土4.8 6.0土0.1 34.6土0.4

除塩散水 20mm 306.9土9.4 5.3土0.6 34.5土 1.4

値は平均±標準偏差で示した (n-3). *無処理区に対して 1%の有意差有り

表4.生育旺盛期注)に塩水散布したサトウキビの収穫時の品質 ･収量構成要素.

煮汁Brix 甘庶糖度 -茎重 原料茎数 収量 可製糖率 可製糖量

(%) (Kg) (本/10a) (Kg/a) (%) (Kg/a)

無処理 212士1.3 161士0.2

除塩散水 omm 20.9j=0.2 166j=0.02

除塩散水10mm 20.0士0.6 156士0.7

除塩散水20m 20.1土0.3 16.0土0.3

134j=002 7698i821 1,027.6j=952 150j=01 1545j=138

110土008* 8524土294 9361土73.9 158土00 1477土116

1.34土0.06 8762土337 1,170.9土846 14.6土08 170.7土6.3

1.26土0.15 800.0土126.2 992.1土日1.8 15.2 土0.3 150.5土18.0

注)2009年 7月27日に17%NaCl水溶液を散布した.値は平均±標準偏差で示した (n-3)

*無処理区に対し,1%有意差有り.
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豊熟期の塩分暴露がサ トウキビに与える影響

ホースによる20mm散水で,葉面付着塩分は

98.9%除去された.塩水散布後,生薬数は顕著

に減少したが,除塩散水20mm区は減少が緩や

かであった (図8).茎の伸長について,試験

区間に差は認められなかった (図9)塩水散布

後,Brixの増加が緩やかになり,散布後 1-5

週間はほとんど増加しなかった (図10).特に

まだ糖度の低い上位節における糖蓄積が遅れる

傾向を示した.除塩散水0,20mm区は無処理

.

三

塩水散布後日数 (過)

図8.豊熟期のサトウキビにおける塩水散布後の
生葉数の推移.

●;無処理,○;除塩散水Omm,△;除塩散水20mm
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雌
潮
岬
萱

州

10

区と比較して,収穫時のBrixが約1.5%,甘煮

糖度が約 1%低かった (図10,表5).

サ トウキビは高濃度の塩分に暴露されると,

葉が枯れ上がり,茎の伸長も阻害された.しか

しながら塩分に暴露されても1週間程度で新薬

が出葉し,茎の伸長も4-5週間で暴露前と同

程度に回復した.夏の生育旺盛期は糖蓄積より

も成長が旺盛な時期であり,塩分暴露されても

登熟期までには葉が十分回復している事から,

糖度への影響は小さいと推察された.

しかしながら,本試験の結果は,塩水暴露 1

回のみのものである.台風で連続して塩分に暴

露されたり,登熟期直前の秋台風で塩分暴露さ

れたりすれば,葉の回復期間,茎の伸長阻害が

長引くため,収量が減少するだけでなく晶質も

低下することは十分予想される.

一方,登熟期は,生育が緩慢な時期であり,

茎の伸長はほとんど停滞している状態であった.

したがって登熟期の塩分暴露で葉が枯れ上がっ

ても,収穫までの茎の伸長自体が少ないので,

原料茎重への影響は生育旺盛期に塩水暴露され

る場合よりも小さいと推察された.糖度につい

ては,収穫までの期間が短いために,収穫時の

●無処理

田除塩散水omm

E3除塩散水20mm

散布後1週間 散布1-5週目 散布5週目～収穫迄 散布後～収穫迄

図9.豊熟期のサトウキビにおける塩水散布後の茎伸長速度 (一週間あたり)の変化.
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図10.豊熟期のサ トウキビにおける塩水散布後の庶汁Brixの変化.

●;無処理,○;除塩散水0mm,△ ;除塩散水20mm

表 5.豊熟期に塩水散布注1)したサ トウキビの収穫時の品質 ･収量構成要素.

庶汁Br.x 甘煮糖度 -茎重 収量注2) 可製糖率注2) 可製糖量注2)

(%) (%) (Kg) (Kg/a) (%) (Kg/a)

無処理 18.8土0.1 14.3±0.2 1.07土0.09 1,142.6土93.4 13.4土0.2 152.7土14.5

除塩散水omm 17.3j=01* 13.2j=01* 1.10j=0.03 l,179.3j=35.0 12.3j=0.1* 144.9j=31

除塩散水20… 17.4土0.5* 13.1±0.4* 1.14土0.ll 1,223.9土121.6 12.2土0.4* 149.1土16.0

注1)2009年11月9日に17%NaCl水溶液を散布した.葉面付着塩分量は,塩水散布後が439.8±93.lFLg/cm2,
除塩後が4.7±l.2FLg/cm2であった.

注2)収量と可製糖量は原料茎数が約1000本/aとして算出した.値は平均±標準偏差で示した (n-3).

*無処理区に対し,5%の有意差有り.



14 沖縄農業 第47巻 第 1早 (2015)

葉の回復が不十分となり,低下すると考えられ

た.

また,散水による除塩で生薬をある程度維持

することは可能だったが,Brixや甘煮糖度は

除塩しない場合と同様に低下した.除塩散水の

品質や収量に対する効果については,さらに詳

細な検証が必要であり,今後の課題としたい.

台風接近時のサトウキビ圃場における飛来塩分量

2008年の台風時に調査した飛来塩分量は1時

間あたり104.3人昭一NaCleq./cmⅥ1以上であった

(表 6).本研究で用いたドライガーゼ法では,

回収途中の降雨によってガーゼが洗われてしま

うので,飛来した塩分を100%回収する事は不

可能だが,ガーゼを回収した時点で最低でも約

100FLg-NaCleq./cmⅥ1以上の塩分が飛来してい

た事になる.試験 1でサトウキビは葉面に約30

Fig-NaCieq./cm2以上の塩分が付着すると茎伸

長速度の急激な低下を示しているが,台風時に

はこの数値を遥かに上回る塩分に長時間曝され

ていることになる.ただし,台風13号と台風15

号は勢力が弱く,島が強風域に入っていた時間

も非常に短かったせいか,台風通過後のサトウ

キビの葉はほとんど塩分が付着していない状態

であり,枯れ上がりも確認されなかった.しか

しながら,勢力が大きい台風や慢性的に潮風に

曝されている沿岸圃場のように,高濃度の塩分

に長時間暴露され続けるような環境下では,サ

トウキビの晶質や収量が低下する事は十分に予

想される.

サトウキビの除塩散水について,2008年に著

者らが実施した試験では,散水量20mmと30

mmの除塩率はそれぞれ80.4±8.1%,88.4±

3.3%であり,除塩効果に差は認められなかっ

た (前田ら,2009).今回の試験で,散水量10

mmと20mmについて除塩率を比較した結果,

除塩率はそれぞれ75.9±1.1%,85.7±1.7%で

あり,10mm散水した区の方が除塩効果は10%

程度低かった.

以上の結果から,サトウキビの除塩に必要な

散水量は10-20mmと推察された.サトウキビ

の除塩散水については,20mm以上で洗脱効果

が横ばいになる (座喜味ら,2000),あるいは

15mmの散水が必要 (加治,2007)とする報告

があり,著者らの結果とほぼ一致する.しかし

ながら,塩水散布によるサトウキビの障害は,

散布直後から発生し,散布後2週間経過しても

継続した事から,塩分が葉に付着した場合はで

きるだけ早めに除塩する必要性があり,散水量

だけでなく散水するタイミングも重要であると

推察された.

表6.台風13号及び15号接近時のサトウキビの葉面付着塩分量と圃場における飛来塩分量.

サ トウキビの サ トウキビ圃場の
葉面付着塩分量 飛来塩分量

(Llg-NaCleq./cm2) (llg-NaCleq./cm2nl)

台風13号

(2008/9/13-9/14接近)

台風15号

(2008/9/28-9/29接近)
1.3
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Abstract

Miyakoisatyphoon-pronearea.A洗erthe

typhoon,thesugarcanefieldsnearthecoast

willbeobservedonsugarcaneleafwithering.

Manyfarmershadwashedawaytothesalt

stucktotheleaves,uslngsprinklersafterthe

typhoon.Theeffectofdesalinizationonthe

surfaceoftheleavesandtheamountofwater

neededtoremovethesalthadbeenunclear.In

thisstudy,toreproducearti丘ciallywitheringof

theleavessprayedwithsaltwaterduringthe

npenlngStageandvigorousgrowthstage.And

then,Weexaminedtheeffectsofwitheringof

leavesonthegrowthandyieldofsugarcane.In

addition,weinvestlgatedtheeだectofwaterlng

onthewitheringofthecaneleavescausedby

exposuretosalt.1)Witheringofleavesby

exposuretosaltwaterduringvlgOrOuSgrowth

stage,theeHectonyieldandqualityofsugar

canewasconsideredtobesmall.2)Withering

ofleavesbyexposuretosaltwaterduringthe

npenlngStage,WasCOnSideredtobereducing

the accumulation ofsugar.Meanwhile,the

witheringofleavesduringthenpenlngPeriod

hadalmostnoeHectontheyieldhasbeen

suggested.3)About80% ofthesaltstuckto

thecaneleaveswasabletowashbythesprln-

klerirrigation(10mmover).

K¢yWord:Sugarcane,desalinization,Salty

winddamage,Salinlty,Sprinkler
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